
※熱中症とは、夏季に限らず高温多湿な環境に長時間いることで、
体温調節機能がうまく働かなくなり、体内に熱がこもった状態。

（参考）入浴関連事故の実態把握及び予防対策に関する研究報告

1

体温上昇を抑える

✓お湯の温度は４１度以下
✓入浴時間は１０分以内
（タイマーの利用推奨）

✓半身浴にする
✓浴室の換気をする

2

脱水予防

✓入浴前後にコップ1杯
程度の水分補給をする

3

声かけ入浴

✓高齢者が１人で入浴
する際は家族が5分
ごとに声をかける

冬の
入浴事故に
ご用心

鳥取県では年間約100人の方が入浴中に命を落とされています

高温での
長風呂

低血圧
高体温
意識障害

起き上がれず
更に高体温 溺水

入浴中の事故は、入浴習慣の見直しで防ぐことができます。

いつもの入浴方法を見直し、日ごろから注意しましょう。

熱中症
これまで入浴中の事故は「ヒートショック」すな

わち、暖かい部屋から寒い脱衣所や浴室へ移動し

たあと、熱めの湯に入った時に起こる血圧の急激

な変化により起こる心筋梗塞などの病気が主な要

因と考えられてきました。しかし、近年の調査で

大半は高温の長風呂が原因の「熱中症」※である

ことが明らかになってきました。
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お問合せ
本チラシへの

（鳥取県各消防局救急搬送報告集計結果）
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1 入浴前に脱衣所や浴室を暖めておきましょう。

お湯は４１度以下で、１０分以内を目安に、長湯をしないよう気をつけましょう。

入浴前に水分補給しましょう。(入浴中でも喉が渇いたらこまめに)

浴槽から出る時はゆっくり立ち上がりましょう。

浴室内に手すりを設置しましょう。

食事直後・飲酒後・医薬品服用後の入浴は控えましょう。

同居する家族がいる場合はひと声かけてから入浴しましょう。

入浴中の事故を防ぐ７か条

79％
が65歳以上

2023年 脱衣所・浴室で発生した救急事案件数

47％
が12月～3月

合計

冬場は特に注意 高齢の方は特に注意
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